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　進化したモダンさに心奪われる
エクステリアとインテリア 

　 　
　心身ともに癒されるリラックスの
極みを実現する快適な乗り心地 

　 　
　乗る人すべてにおもてなしの
空間を演出するモダンリビング装備

　
進化したモダンさに心奪われる
エクステリアとインテリア 

　
心身ともに癒されるリラックスの
極みを実現する快適な乗り心地 

　
乗る人すべてにおもてなしの空間を
演出するモダンリビング装備

常に進化を続けてきた「 」を、一気にジャンプさせる。
「 」をこよなく愛してくださる世界中のお客さまの期待を、絶対に裏切りたくなかった。

新型「フェアレディ 」について／商品コンセプト、アピールポイント

ハイパフォーマンス 　
大幅な軽量化とショートホイールベース化、
さらにVQ37VHRエンジン搭載により 
世界トップレベルの運動性能
（走る、曲がる、止まる）を表現

デザイン 　
すべては「走りのために」 鍛え上げられた
アスリートのようなしなやかで
ダイナミックなデザイン

ハイバリュー 　
お客さまが本当に良い買い物をしたと
実感する性能、デザイン、
そして洗練された上質感

　 ハイパフォーマンス 　　
大幅な軽量化とショートホイールベース化、
さらに エンジン搭載により 
世界トップレベルの運動性能
（走る、曲がる、止まる）を実現

　“ハイバリュー”　
お客さまが本当に良い買い物をしたと
実感する性能、デザイン、
そして洗練された上質感

世界中にいるファンこそ
「 」のかけがえのない財産
　 年の初代 の誕生から約 年、先代「 」の誕生から 年、「 」

はそのすべてを一気にジャンプさせてフルモデルチェンジを果たします。

歴史を振り返るまでもなく、「 」は世界で最も数多く販売されてきたス

ポーツカーであり、それは最も多くの人に愛され、支持されてきたスポー

ツカーであることを意味します。そうした「 」ファンの情熱と期待に応え

るために、私達もこの 年間、一生懸命に「 」のパフォーマンスを進化さ

せてきました。

　また、「 」の存在に刺激されたかのようにあのポルシェからクローズド・ボ

ディのケイマンが登場し、スポーツカー市場というものが活性化されたこと

も、たいへん喜ばしいことだと考えています。

　新型「 」も彼らライバルと切磋琢磨し、スポーツカーの持つ楽しさ、ス

ポーツカーがもたらす人生の歓びを一人でも多くの人に提供していきたい

と思っています。新しく生まれる 新型「 」は、こうして 年間もの時の

中で築いてきたお客さまとの絆をより広く、より深くするために誕生しまし

た。新型「 」も「 （ らしさ）」をきちんと盛り込みながら、新しいデザ

イン、新しいパフォーマンスが生む「 」によって、かつてない感動

とサプライズをお届けすることをお約束します。

年にわたる進化の結晶としての
「ジャンプ」
　先代「 」は 年間にエンジンを 回も更新しました。また、足回りやインテ

リアの質感の向上など、新しく生まれたテクノロジーやアイデアをどんどん

投入する形で進化してきました。ひとつのモデルでこれほど進化してきたク

ルマは過去に例がありません。しかし、やはり限界はあります。先代「 」のプ

ラットフォームでは、もう手を入れる余地がないほど改良し尽くしてしまった

のです。

　そして、やり切ったと思えたからこそ、私達は次のステップに踏み出す決

意をすることができたのです。そして、これまでにたっぷりと溜め込んだ私

達の情熱とパワーと技術を、まったく新しい「 」への「ジャンプ」のために注

ぎ込むことができたのです。

スポーツカーの走りにこだわった
実質 の軽量化
　新型「 」は「全ては走りのために」というキーワードを、デザイナーやエン

ジニア全員が共有して開発を行いました。日産には「 」だけではなく、

やスカイラインといったビッグネームが存在します。また、世界には数

多くのライバルとなるスポーツカーが存在します。その中にあって、「 」は

ドライバーと一体となった、ダンスパートナーのような走りの楽しさを感じ

取れるスポーツカー、最も人間の感性に素直なスポーツカーでありたいと

考えてきました。そして、先代モデルからパフォーマンスを飛躍的に向上さ

せることで、その楽しさを一気にジャンプさせました。

　そうした目的を達成するためのハードウェアとして最もキーになったのが

軽量化です。最新のクルマとして満たすべき安全性の強化や装備の充実を

考慮すると、新型「 」は 以上の重量増が見込まれていました。「軽

さ」は運動性能を最も重視するスポーツカーにとって、基本中の基本。その

ため、新型「 」では全身の無駄を徹底して削ぎ落とすことと、ホイールベー

スをハンドリングの向上のため 短縮した事によって、実質的に

以上の軽量化を実施し、先代「 」とほぼ同等の車両重量を実現した

のです。しかも、エンジンは を採用した を搭載したことに

より、 へとパワーアップしているため、パワーウエイトレシオは先代

車の から へと飛躍的に向上。現代の名工・加藤博義が

仕上げたハンドリングと相まって、これまでにないパフォーマンスを実現し

たと自負しています。実際、私も北海道のテストコースで新型「 」を走らせ

たときは、、周で戻れと言われたのに、ドライビングの余りの楽しさに戻

ることを忘れ、担当の者に怒られてしまったほどでした。

日本を代表するスポーツカーとしての
誇りを感じて欲しい
　「 」は間違いなく日本を代表するスポーツカーです。それは、単に販売台

数のことを指すのではありません。そのデザイン、クオリティはもちろんの

こと、ドライバーを中心に置いて、乗りやすさや日常での使いやすさ、更に

は安全性や環境性能にまで、とことん情熱とこだわりが注がれているところ

に「 」らしさ、日本らしさが現れていると思うのです。だから、多くのお客さ

まに是非「 」の誇りとプライドの素晴らしさを感じて頂きた

いと思っています。

　日産の情熱の結晶である新型「 」が、多くのお客様を感動するドライビ

ングへと誘えることが、我々の願いでもあります。
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ダミー

　“デザイン”　
すべては「走りのために」 鍛え上げられた
アスリートのようなしなやかで
ダイナミックなデザイン



アソシエイト・プロダクト・チーフ・デザイナー　

谷中 譲治

常に進化し続ける「 」であるための「スーパーエボリューション」

新型「フェアレディ 」について／デザイン

センシュアルメカニズムを実現した生命感のあるスポーツカー

事前資料

鋭く引き締まった精悍な顔つきを
連想させるフロントマスク

内包するエンジンの圧倒的なパフォーマンスを想像させる視覚的に長いノーズ

ヘッドランプからウエストへとアーチを描きながら
駆け抜けるダイナミックなキャラクターライン

　 の「 」が誕生してから 年。脈々と続く歴史のなかにあって常に時代

の最先端にいるべく、たゆまぬ進化を続けてきた「 」。このクルマは世界中の

いたる所で ブランドの「顔」として、そのパフォーマンスと姿を示し続

けてきたグローバルカーです。ですから、今回の進化もその名に恥じないよう

に、グローバルで見てもトップレベルのパフォーマンスを得るべく開発してい

ます。その実現のためのパフォーマンスにおけるコンセプトは「ジャンプ」。そ

れならスタイルやデザインはそれに負けずに付いていく、圧倒的な進化を遂

げてやる。「スーパーエボリューション」にはそんな意気込みが込められていま

す。このコンセプトは「 」であること、つまり プロポーションであるとか、乗

る方の使い勝手に配慮した である“デイリーユーススポーツカー”とい

う概念を土台にしています。その上に、 である“センシュアルメカニズ

ム”というアスリートの肉体のような有機的機械感をデザインの表現として目指

しました。このコンセプトから生まれたデザインは、どこから見ても「 」ですが、誰

も見たことのない「 」に仕上がっています。「 」がこれまで積み重ねてきた伝統

と、いつの時代も新しい進化がデザインに共存している証拠だと思います。

　新しい内外装のデザインを生み出すために、私達は世界中のデザイン拠点に

スケッチを募りました。様々な文化的背景を持つデザイナー達から集まった「自

分なら「 」はこうだと思う」という を越える主張あるデザイン。どのスケッチ

も個性が際立つなかに、すべてのアイデアの奥底には同じ が潜んでいるよ

うに思えました。様々な表情のスケッチの中から「 」のエッセンスを濾しとること

から私たちの新たな「 」のデザイン探求が始まりました。

　デザインを決定していく中で私たちがこだわったことは「ジャパン・プロダク

ト」です。大胆でありながら、細部にまで神経が行き届いた繊細さ。この振り幅

の広さがジャパン・プロダクトの真骨頂です。「 」で言えば世界のなかで存在感

を示すために絶対に必要な力強い塊の表現。一方、気配りであったり、乗る人

を気遣う使い勝手の良さにも魂を込める。それができるのが日本生まれの

「 」。絶対に譲れない誇りです。

　「 」はただ走るためだけでなく、大人が楽しめる仕掛けをあちこちに張り巡

らせています。楽しもうという気持ちがわき起こらなければスポーツカーでは

ないと思っています。乗る方の人生のひと時を少しでも輝かせられれば、とて

も嬉しく思います。

進化し続ける「Ｚ」であるために
「スーパーエボリューション」
　S30の「Ｚ」が誕生してから39年。脈々と続く歴史のなかにあって常に時代

の最先端にいるべく、たゆまぬ進化を続けてきた「Ｚ」。このクルマは世界中の

いたる所でＮＩＳＳＡＮブランドの「顔」として、そのパフォーマンスと姿を示し続

けてきたグローバルカーです。ですから、今回の進化もその名に恥じないよう

に、グローバルで見てもトップレベルのパフォーマンスを得るべく開発してい

ます。その実現のためのパフォーマンスにおけるコンセプトは「ジャンプ」。そ

れならスタイルやデザインはそれに負けずに付いていく、圧倒的な進化を遂

げてやる。「スーパーエボリューション」にはそんな意気込みが込められていま

す。このコンセプトは「Ｚ」であること、つまりFRプロポーションであるとか、乗

る方の使い勝手に配慮したZ-nessである“デイリーユーススーパーカー”という

概念を土台にしています。その上に、New-nessである“センシュアルメカニズ

ム”というアスリートの肉体のような有機的機械感を目指しました。このコンセプ

トから生まれたデザインは、どこから見ても「Ｚ」ですが、誰も見たことのない「Ｚ」

に仕上がっています。「Ｚ」がこれまで積み重ねてきた伝統と、いつの時代も新し

い進化がデザインに共存している証拠だと思います。

世界中の「Ｚ」マインドに耳を傾ける
　新しいエクステリアデザインを生み出すために、世界中からデザインスケッチ

を募りました。世界中のデザインセンターから集まった「自分なら「Ｚ」はこうだと

思う」という150を越える主張あるデザイン。どのスケッチも個性が際立つなか

に、すべてのアイデアの奥底には同じDNAが潜んでいるように思えました。様々

な表情のスケッチの中から「Ｚ」のエッセンスを濾しとることから私たちの新たな

「Ｚ」のデザイン探求が始まりました。

心意気に「ジャパン・プロダクト」
　デザインを決定していく中で私たちがこだわったことは「ジャパン・プロダク

ト」です。大胆でありながら、細部にまで神経が行き届いた繊細さ。この振り幅

の広さがジャパン・プロダクトの真骨頂です。「Ｚ」で言えば世界のなかで存在感

を示すために絶対に必要な力強い塊の表現。一方、気配りであったり、乗る人

を気遣う使い勝手の良さにも魂を込める。それができるのが日本生まれの

「Ｚ」。絶対に譲れない誇りです。

大人が楽しめるスポーツカーを目指して
　「Ｚ」はただ走るためだけでなく、大人が楽しめる仕掛けをあちこちに張り巡

らせています。楽しもうという気持ちがわき起こらなければスポーツカーでは

ないと思っています。乗る方の人生のひと時を少しでも輝かせられれば、とて

も嬉しく思います。

チーフ・プロダクト・スペシャリスト

湯川 伸次郎
 



誰もが見ても「 」と解るエンブレムと縦型ドアハンドル

どこから見ても違った魅力が発見できる変化に富んだ面と線

駆動輪を強く感じさせる張り出し量のあるリヤフェンダー

■フロントマスク

鋭く引き締まった精悍な顔つきを連想させる
フロントマスク

■ブーメランモーション

素材にアルミを採用しながらも、
困難なプレス形成を克服し、
豊かな面形状と空力のための最適形状を両立

■デザインとテクノロジーの融合

インチアルミホイール　
優雅な走りを表現する個性的な
デザインの 本スポークも設定

インチアルミホイール　
ダイナミックな表情をする
本スポークデザイン

（ 、 に標準装備）

大地を力強く蹴るようなイメージを連想させるダイナミックなボディデザイン

エクステリアデザインエクステリアデザイン／サイド・リヤスタイル

ボディの切れ目から垣間見えるディテールは、
「フェアレディ 」の根底が
“緻密な機械体”であることを感じさせる

（ 、 に標準
装備。 、 は
メーカーオプション）

独自の世界観を表現したエモーショナルな
デザインとクールなマテリアル感の融合

事前資料

鋭く引き締まった精悍な顔つきを
連想させるフロントマスク

内包するエンジンの圧倒的なパフォーマンスを
想像させる プロポーション

ヘッドランプからウエストへとアーチを描きながら
駆け抜けるダイナミックなキャラクターライン

ヘッドランプとリヤコンビネーションは書道でいう
「とめ、はね、はらい」的役割を担い、スタイリング全体を
引き締める効果を狙ったブーメランモーション



　メーター

ドライバーとの一体感を追求したコックピット

インテリアデザイン／コックピット

適度に身の詰まった重量感と、ドライバーとコックピットの一体感を追求

色味や質感においては統一性を持たせることで全体の雰囲気を向上。
手に触れる部分は時間をかけて作り込むことで、上質な空間を実現しました。

　センタークラスターパネル
■ インチ液晶モニター（文字表示のみ）
　/マルチファンクションスイッチ

瞬間的に判断できるようメーターを多層化して視認性を向上 細部までこだわったスイッチ類が、
高い操作性を提供

柔らかいタッチを追求した新合成皮革
「ソフィレス」にダブルステッチを施した
センタークラスターパネル

　三連サブメーター

左から時計、電圧計、油温計を配置し、
「フェアレディ 」らしさを継承

■木目調パネル

パターンとつや感にもこだわり、
高級感ある「チェリーウッド柄」を使った木目調パネル

事前資料

　ドアトリム
緻密で手触りの良い高品質な
新スエードクロス「フォルトスエード」は
これまでのクロスでは追従できなかった複雑な
面構成への貼付を可能にし
コックピットにやわらかな包まれ感を表現

　運転席・助手席ニーパッド
高級感のあるダブルステッチを採用。素材、固さ、
仕上げにこだわったニーパッド

　本革巻ステアリング
触感だけでなく機能性も重視。メーターが
見やすいように形状の一部を拡大したステアリング

　エアコンダイヤル
つまんで操作する部分には、触感の統一のために
ピラミッドカッティングを採用

　アームレスト
シフト操作の妨げにならないラウンドシェイプの
アームレスト

　マルチディスプレイ
ドライブコンピュータ
（平均燃費、平均車速、航続可能距離など）や
ウォーニング、メンテナンス情報表示機能を
備えたマルチディスプレイ



色のボディカラー全てに、ベージュ、ブラック、のインテリアカラーを用意。

幅広いカラーイメージを実現。専用素材を採用して、スポーツカーに相応しい機能性と高い品質感を訴求

インテリアデザイン／カラー、マテリアル

事前資料

■インテリアカラー

■マテリアル

「フェアレディ 」のイメージを強くつくり出してきたオレンジをさらに進化。よりエモーショナルな色を表現した「パーシモンオレンジ」

定番の「ブラック」は落ち着いた雰囲気を演出。
ドライビングの集中力を高める緻密なシルバーパーツのコンビネーション

クール モダンな明るいインテリア空間を演出する「グレー」

本革と新たに開発された「フォルトスエード」の組合せ。
上半身をしっかりと支えるため、シートバックとクッションの
メイン部にはホールド性に優れた「フォルトスエード」、
サイドサポート部には滑りにくい本革、そして肩周りには
弾力性のある本革を採用
（フェアレディ  、フェアレディ  ）

緻密な織物とトリコットの組み合わせ。
心地よい肌触りでスポーツカーらしさのなかに高級感を演出
（フェアレディ  、フェアレディ ）



ブレードシルバー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

タイタニウムグレー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

ダイヤモンドブラック（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

バイブラントレッド（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

■ボディカラー/シート地/内装色組み合わせ

グレード

シート地

内装色

本革+フォルトスエード調ファブリック

パーシモンオレンジ ブラック

パールスエード は、セーレン株式会社の登録商標です

ファブリック

グレー ブラック

　　　ブリリアントホワイトパール（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉特別塗装色

　　　プレミアムアルティメイトイエロー
〈 ・スクラッチシールド〉特別塗装色

　　　プレミアムルマンブルー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉特別塗装色

ブリリアントシルバー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

硬質で輝度の高いハイライトをもつ
グレイッシュブロンズ 

（ ）はパール、
（ ）はメタリック、
（ ）は コートパールの略です

（ ）はパール、（ ）はメタリック、（ ）はチタンメタリック、（ ）は コートパール（ ）はカラークリアーソリッドの略です

（ ）はパールメタリック、
（ ）は コートパール、
（ ）はチタンパール、
（ ）はパール、
（ ）はメタリック、
（ ）は コートパールの略です

カラーコーディネーション

■スクラッチシールド 
ボディに軟質樹脂を配合したクリヤー塗装を施したスクラッチシールドを全

色に採用。クリヤー塗装部についた洗車によるすりキズ、日常使用でのひっ

かきキズなどを、時間経過によって自然に復元します。また一般のクリヤー

塗装と比較してキズがつきにくく、水はじきも良く、光沢も持続します。  

※周囲の温度状況、キズの深さなどにより復元する時間が変化します

※硬貨でキズをつけられたなど、クリヤー塗装がはがれるような深いキズや、
　クリヤー塗装自体が切断された場合は復元しません

事前資料

■ボディカラー

ボディデザインの魅力を引き立てる豊富なカラーバリエーション

ブリリアントホワイトパール
プレミアムアルティメイトイエロー
プレミアムルマンブルー
ブリリアントシルバー
ブレードシルバー
タイタニウムグレー
ダイヤモンドブラック
バイブラントレッド

ブリリアントホワイトパール（ ）
〈 ・特別塗装色・スクラッチシールド〉

プレミアムアルティメイトイエロー
〈 ・特別塗装色・スクラッチシールド〉

ルマンブルー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

ブリリアントシルバー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

ブレードシルバー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

タイタニウムグレー（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

ダイヤモンドブラック（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

バイブラントレッド（ ）
〈 ・スクラッチシールド〉

フェアレディ
フェアレディ

フェアレディ
フェアレディ



新型「Z」は、「Z」ならではの走りとパフォーマンスを大きく進化するため

に、プラットフォームから新開発。「レスポンス」「リニア」「ステイブル」の3つ

のキーワードから、「軽量化」と「ホイールベースの短縮」を基本に、細かい

パーツまで全面的に専用設計を行っています。「軽量化」は、スポーツカー

の命である軽快さはもちろん、動力性能にも関係する重要なポイントです。

今回は、安全性の強化や装備の充実、そして高剛性化のため現行「Z」から

100kgの重量増が見込まれましたが、「ホイールベースの短縮」「車体構造

の合理化」など徹底した軽量化により現行「Z」とほぼ同等の重量を実現。加

えて、エンジンの出力向上によりパワーウェイトレシオを高め、動力性能を

大幅にアップさせました。

机上と実験の双方の走り込み

ドライバー操作に正確に応答し、思い描いたラインをトレースできる気持ち

よさ。リニアとレスポンスを支える安心感。ドライバー操作に瞬時に応答す

る高揚感。

「レスポンス」、「リニア」、「ステイブル」

全ては“走り”のために運動性能／プラットフォーム

駆動時に、ドライブシャフトからかかる
トルクステア（ステア変化）を低減する
エンジン搭載システムを採用したプラットフォーム

　「 」の走りの評価基準、それは意のままに操れる「楽しさ」という性能。ひとく

ちにスポーツカーと言っても、世界には沢山のスポーツカーがあり、その個性

もさまざまです。そうした中にあって新型「 」は、世界で一番走ることが楽しい

スポーツカーでありたい、人とクルマが一心同体になったように違和感なく「気

持ちいい！」と感じられる走りにしたいと考えて造ってきました。

　クルマは、同じエンジンや同じプラットフォームを使っていても、考え方や造

り方しだいで全く違うキャラクターを与えることができるものです。例えばアク

セルを踏み込んだ時に想像以上の加速感を強調することもできるけれど、「 」の

場合はそうした意識的な演出はせず、踏めば踏んだだけ、そして踏むほどにパ

ワーが盛り上がるように仕上げています。ハンドリングもブレーキングも、考え方

は同じ。“機械”が本来持っている素性のよさを最大限に引き出すことで得られる、

人間の感性に素直な走り、安心感のある走りを基本にしたのです。

　クルマの開発には効率化やコストの制約も多く、また、世界中で何万台も販売

される「Z」にとっては居住性や実用性も大切です。

　そうした多くの要求がある中で、私達開発スタッフは「全ては走りのために」と

いう言葉をよりどころとして、可能な限り妥協のないクルマ造りにチャレンジして

きました。例えば、プラットフォームは基本的に「スカイライン クーペ」と同じな

のですが、ホイールベースを先代「 」より 短くしたこともあり、後半は

全部新しく造り変え、燃料タンクは専用のものを、ドアはアルミを使用しまし

た。効率化、共用化が叫ばれる時代ですが、こだわりや思い入れがもの凄く強

い「Z」だからこそ実現できたことと言えるでしょう。

　こうして「全ては走りのために」を目標に掲げた「 」は、日産の若いエンジニ

アの能力と熱い思いが詰まった世界一気持ちの良い走りのために造られた、

世界一のボディをまとったクルマに仕上がったと自負しています。

チーフ・ビークル・エンジニア

田村 正樹

（ ）

■パワーウエイトレシオ比較（社内測定値）

新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車
データ提供希望

スポーツカーとして「世界一楽しい」走りを目指した
新型「フェアレディ 」のキーワードです “走る”ために

“走り”を支えるために

“走る”気持ちを高めるために

全ては操縦安定性能と動力性能のために
●パッケージング
● エンジン、  
●シンクロレブコントロール付 、マニュアルモード付 速
●軽量化
●ボディ
●サスペンション

操縦安定性能と動力性能を支えるためのドライビング環境
●車両レイアウト
●ドライビングポジション 
●シート
●視認性 

高い操縦安定性能と動力性能を期待させる演出
●エンブレム
●メーター 



■運動性能
新型「フェアレディ 」は、「フェアレディ 」ならではの走りとパフォーマンス

を大きく進化させるために、プラットフォームから新開発。「レスポンス」「リ

ニア」「ステイブル」の つのキーワードから、「軽量化」と「ホイールベース

の短縮」を基本に、細かいパーツまで全面的に専用設計を行いました。「軽

量化」は、スポーツカーの命である軽快なハンドリングと、動力性能に関係

する重要なポイントです。今回は、安全性の強化や装備の充実、そして高剛

性化のため先代「フェアレディ 」から の重量増が見込まれましたが、

「ホイールベースの短縮」「車体構造の合理化」など徹底した軽量化により

先代「フェアレディ 」とほぼ同等の重量を実現。加えて、エンジンの出力向

上によりパワーウェイトレシオを高め、ボディサイズが小さくなったことで軽

快なハンドリングと動力性能を大幅にアップさせました。

アスリートのような無駄の無い肉体
軽いけれども強靭、必要十分な心肺機能を備えるアスリートは、走るため以

外の無駄な贅肉はそぎ落とされています。新型「フェアレディ 」はホイール

ベースの短縮など大掛かりな構造変更を実現するために、走りに必要な負

荷のかかる部位を特定し細部まで分析。ブッシュひとつまで鍛錬し、軽量化

しました。そのパフォーマンスは走り出した瞬間から感じることのできる仕

上がりです。

机上と実験の双方の走り込み
北海道、サンフランシスコのワインディング路、そして超高速 以

上での安定性を見るためのアウトバーン走行を経て、最後に高負荷なシー

ンでのテスト。一歩一歩、厳しい路面でのテストを繰り返してきました。ま

た、他のクルマでは行わないような机

上テストを繰り返し、必要なチューニン

グ範囲を絞り込んで質の高い実車テス

トを行いました。 

「高揚感」「気持ちよさ」「安心感」。すべての面で大きくジャンプさせたパフォーマンス

メカニズム／運動性能運動性能／プラットフォーム

駆動時に、ドライブシャフトからかかる
トルクステア（ステア変化）を低減する
エンジン搭載システムを採用したプラットフォーム

データ提供希望

（ ）

■パワーウエイトレシオ比較（社内測定値）
新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

■スクラッチシールド 
ボディに軟質樹脂を配合したクリヤー塗装を施したスクラッチシールドを全

色に採用。クリヤー塗装部についた洗車によるすりキズ、日常使用でのひっ

かきキズなどを、時間経過によって自然に復元します。また一般のクリヤー

塗装と比較してキズがつきにくく、水はじきも良く、光沢も持続します。  

「フェアレディ 」の運動性能を支える様々な要素

ドライバー操作に正確に応答し、
思い描いたラインを
トレースできる気持ちよさ。

リニアとレスポンスを支える安心感。 ドライバー操作に瞬時に応答する高揚感。

ブレーキング

クリッピング
ポイント

アクセル全開

■パッケージング
先代「フェアレディ 」のパッケージング思想を踏襲しながら、ワイドトレッド
化、低重心化、ホイールベースの短縮を行うことで進化した パッケージ

■エンジン
アクセル操作に対し、高応答かつリニアに
反応し、どこまでも伸びのある を発生

■マニュアルトランスミッション
シフト操作時、誰にでもスムーズで安定し
た挙動を可能にするシンクロレブコント
ロールを採用

■オートマチックトランスミッション
のようなダイレクト感と、マニュアル

モード時には世界トップクラスの変速レスポ
ンスが体感可能

■車体構造
軽量でありながら、コーナリング中にしっか
りと荷重を受け止められる車体構造

■フロントサスペンション、ステアリング
少ない蛇角でリニアに反応し、ドライバーの
予期した通りにイメージした走行ラインをト
レース。また、ドライバーに路面状況を的確
に伝えます

■リヤサスペンション、タイヤ
あらゆる状況の操作でも挙動を乱すことの
無い安定性を実現するために、前後異サイ
ズのタイヤとスタビリティの高いリヤサス
ペンションを採用

■空力
高速域での直進安定性とコーナリング中の加速旋回性能のため、ゼロリフ
トと低ドラッグ化を実現



クルマを操る楽しさや気持ちよさを体感できる最先端技術

メカニズム／エンジン

ショックアブソーバー左右間結合強化

ボディ、静粛性、空力性能

吸気バルブ作動角とリフト量を無段階で最適制御する「 」を採用した、日産独自の新世代高性能エンジン

最高出力： （ ）/
最大トルク： ・（ ）/

■ エンジンの出力特性

■ エンジン

エンジンに対し約 の部品を新規開発した、新型エンジン

（ ）を搭載。最先端技術「 （バルブ作動角・リフト量連

続可変システム）」を採用した新世代高性能エンジンは、 の高出力

を実現。さらに から で最大トルクの を発揮する力

強さと扱いやすさを兼ね備え、高回転の まで軽く滑らかに吹け上

がる伸びの良さを両立しました。吸気バルブで吸入空気量を直接コント

ロールすることによりレスポンスを向上し、また、クリーンな排出ガス、低燃

費についてもクラストップレベルの性能を確保しています。

エンジン

■ （ ）
　バルブ作動角・リフト量連続可変システム

は、アクセル開度に応じてエンジンの吸気バルブの作動角とリフト量

を“連続的”に変化させ、吸気抵抗の低減と、空気吸入の応答性を飛躍的に

向上させるシステムです。ボールスクリュー駆動を採用することで、変換速

度の速い高レスポンス化を実現。また、部品点数の少ないコンパクト且つシ

ンプルな構造、リンク機構を用いた直動・強制変換により、剛性を確保した

高い信頼性と高回転化を両立しました。これらにより、ハイレスポンス、高出

力、低燃費、低排出ガスという相反する要件を同時に実現することが可能と

なる、日産独自の技術です。

基本構成
通常、エンジンはスロットルバルブで吸気量をコントロールするのに対し、

では吸気バルブによって吸気量を調整します。さらに と組み

合わせることでバルブのリフト量、作動角、位相のすべてを無段階に制御す

ることができるのが特長です。これにより、スロットルバルブの吸気抵抗（ポ

ンピングロス）を低減できるほか、吸入空気の応答性を飛躍的に向上でき

るため、燃費、レスポンス、出力、排出ガスという、エンジンの性能要件にか

かわる要素の横断的な改善を可能にしました。

■従来のエンジン ■ エンジン

特長
・レスポンス向上
従来のスロットルバルブではなく、燃焼室直前の吸気バルブで吸入空気量
を直接コントロールするため、加速開始時から密度の高い空気を吸入する
ことが可能となり、アクセルレスポンスを向上しました。

・出力向上
リフト量やバルブの作動角を調節することで、低速域から高速域まで全域
で出力を向上させました。低回転域では吸気バルブの開時間を短くするこ
とで、一度吸入した混合気の吹き返しを抑制し、トルクを向上。高回転域で
は、吸気バルブのリフト量を大きくし、吸入空気量を増大させることでトル
クを向上させています。

・燃費向上
従来のスロットルバルブではなく、燃焼室直前の吸気バルブで吸入空気量
を直接コントロールすることで、吸気抵抗（ポンピングロス）を低減し、燃費
が向上しました。また、吸気バルブリフト量を小さくし、カム駆動フリクショ
ンを低減します。

・排出ガスのクリーン化
エンジンが冷えている際の始動時に、吸気バルブの閉じるタイミングを適
正化し、点火時期を遅らせることで排出ガス温度を上げて触媒を早期活性
化。吸気バルブのリフト量を小さくすることで、吸気流速を上げて、燃料を
微粒化し完全燃焼しやすい状態にします。これにより、不完全燃焼に発生し
やすい （ハイドロカーボン）排出量を低減します。

ト
ル
ク
（
・

）

エンジン回転数（ ）

出
力
（

）

出力（ ）

トルク（ ・ ）

トルク( ・ )

エンジン回転数( )

出力( )

最大トルク の範囲内

従来型フェアレディZ
エンジン

新型フェアレディZ
エンジン

.低速トルク向上
　＝発進時
　レスポンス
　アップ

.右肩上がりのトルクカーブ
　→高回転までリニアな盛り上がり感

.更なる高回転出力
　→伸びの継続

スロットル
バルブ

バルブリフト
コントロール



心地いい加速を実現するトランスミッション

メカニズム／ミッション

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・リヤマルチリンクサスペンション

リヤもフロントと同じく新リンクジオメトリー化、及びブッシュの剛性を高め

たマルチリンク式サスペンションを採用。さらには、アクスルの剛性も上げ

ることで、ハンドル操作に対する車体の安定性を高めています。

■ボディ 
コーナリング中の荷重をしっかりと受け止める高剛性と高度な衝突安全性、

そして軽量化を両立した新構造の車体骨格を採用。トリプルメンバー構造

に加えて、リヤラゲッジの開口部を補強するなど構造をシンプルにしながら

リヤ周りの剛性を大幅に向上させました。またフロント周りも構造を見直す

とともにトライアングルタワーバーを採用するなど剛性アップを実現しまし

た。

■ブレーキ／タイヤ
高剛性かつ、軽量のタイロッドブースターの採用により優れたブレーキ

フィーリングを実現しました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

・フロント側

・リヤ側

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・フロント側

・リヤ側

データ支給希望

データ支給希望

従来型「ムラーノ」
新型「ムラーノ」

ミッション、加速性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

■シンクロレブコントロール付
　 速マニュアルトランスミッション

シンクロレブコントロール
プロドライバーを凌ぐシフト操作が誰でも可能になる、これまで で採用さ

れてきたシンクロレブコントロールを世界で初めて 車に採用しました。シ

フトチェンジの際にドライバーのシフト操作に応じて、エンジン回転数を最適

な回転数に制御。その結果シフトダウン時にヒール トゥのような複雑な操

作をしなくても、素早く且つスムースな変速が誰でも実現可能になりまし

た。またシフトアップ時にも回転数が落ちすぎないように制御します。

スポーツドライビングだけでなく、日常の使用シーンでも変速の煩わしさが

減り、純粋にドライビングを楽しむことが

可能です。また、シフトゲートわきに設置

した モードスイッチにより、気分やシー

ンに合わせてシンクロレブコントロール

を にすることができます。

ショートストローク
ショートストロークにより手首の動きが少なくて済むため、素早いスポー

ティなシフト操作が可能です。リンク等を介さず、トランスミッションをダイ

レクトに操作する ならではのシステムにより、剛性感あふれるシフト操作

を実現しました。

■マニュアルモード付
　 速オートマチックトランスミッション

速オートマチック
各速のギヤ比を接近させることにより、よりスムース且つ高効率な変速を

実現。どこまでも伸びていくような途切れの無い加速感を味わうことがで

きます。また、速オーバードライブをより高いギヤ比に設定したことで、高

速時の燃費と静粛性の向上も実現しています。

ロックアップ領域の拡大
速以上のすべてのギヤでロックアップ領域を拡大。ほぼ全域でロックアッ

プを作動させ、加速時のダイレクト感を追求しました。また、トルコンスリッ

プを極限まで減少させたため、燃費の向上に寄与しています。発進時には

加速度の落ち込みを感じることなく、どこまでもエンジン回転と加速感がリ

ニアに上昇。体とサウンドの両方でレスポンスの良さを実感できるように設

計しました。

マニュアルモード変速
通常の レンジの他に任意のギヤを自由に選択できるパドルシフト付マ

ニュアルモードを設定。マニュアルモードでは世界トップクラスの変速速度

を実現しました。

スロットルバルブ

大気圧

バルブリフト
コントロール

■従来のエンジン ■ エンジン

( ）

■加速性能
VVELシステムなどの採用により、あらゆる場面で、アクセルに瞬時に反応

する高いレスポンス性能を実現しました。

タイム

■発進加速性能比較（ 車／社内測定値）

良い
← 秒→

■区間加速性能比較（ 車／社内測定値）

新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

ダミー

ダミー

新型フェアレディ
ドイツ 車
ドイツ 車

速 速
対 ドイツ 車：
対 ドイツ 車：

■シフトストローク量他車比較（社内測定値）

■コーナリング時の変速制御イメージ

シンクロレブコントロールはクラッチペダル操作し、シフ
トレバー操作を検出すると、シフトポジションと車速から
目標回転数を割り出します。それをエンジン回転数に反
映させ、同期させます。タコメーターにはディスプレイが
付いているので、シフトポジションの確認が容易にでき
ます。 

メーターディスプレイ

シフトポジションディスプレイ
ノーマルモード（上）
モード（下）シフトダウン時の足もと操作イメージ

ドライバーはシフトダウン
操作をする際に、ヒール
トゥのような複雑な操作を
する必要がなく、ハンドル
やブレーキ操作に集中する
ことができます。

シンクロレブコントロールなし シンクロレブコントロールあり

加速

ブレーキング

エンジン回転数が正確にコントロール
されるため、クラッチを繋ぐ時にショッ
クが出ず、車両挙動が安定し、スムー
スなコーナリングが可能になります

ギヤを ▶ へシフトダウン
シフトダウン時に目標とするギヤ段数に素早く、
正確にエンジン回転数がコントロールされる



クルマを操る楽しさと優れた動力性能を両立

メカニズム／動力性能

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

現行ティアナ

新型ティアナ

半分に！

入力点と車体縦曲げモード節位置を

一致させることで振動しにくいボディを実現しました

路面からの入力 路面からの入力

新型ティアナ

 型ティアナ

・ハイテン

ハイテン材鋼板の採用を拡大し、高強度な車体を実現。ドライブフィールが

向上したほか、衝突時の変形量が大きく改善しました。

・車体構造

クロスメンバーの追加、各メンバーの結合剛性向上をはかったほか、新フロ

ア構造を採用するなどにより、静粛性、操縦性、安全性を高めました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

新型「ムラーノ」
Z50型「ムラーノ」

キャスター角度の見直し

ミッション、加速性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

( ）

■動力性能
システムの採用により、エンジンレスポンスと出力を大幅に向上。さら

に低回転域から発生する太いトルクと高回転まで軽快に吹け上がる伸びの

よさを両立させました。数値的な加速性能の向上はもとより、ドライバーの

イメージ通りに加速する「フェアレディ 」が追求する理想の走りを実現して

います。

■発進加速性能比較（ 車／社内測定値）

■区間加速性能比較（ 車／社内測定値）

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

■発進加速性能比較（ 車／社内測定値）

■区間加速性能比較（ 車／社内測定値）

タイム

■発進加速性能比較（ 車／社内測定値）

良い
← 秒→

■区間加速性能比較（ 車／社内測定値）

新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

ダミー

タイム

■発進加速性能比較（ 車／社内測定値）

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車
ダミー

ダミー

■区間加速性能比較（ 車／社内測定値）

タイム

良い
← 秒→新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

ダミー

■発進時加速性能

加速度( )

時間(秒)

加速度

エンジン回転数

エンジン回転数( )

発進時のアクセルレスポンスを向上させました

の持続が高回転まで続き
伸び感を向上させました

新型スカイライン クーペ

型スカイライン クーペ

■各ギヤにおける加速性能比較（ 車／社内測定値）

加速度( )

車速( )

新型フェアレディ

従来型フェアレディ

速

速

速

速

速

速

■燃費性能
エアコン使用、渋滞、加減速等での燃費性能を向上させるため、可変容量コ

ンプレッサーの高機能制御化、 の採用、ロックアップ領域の拡大など

を実施。日常、使われるシーンでの燃費向上を目指しました。また、速 採

用によるワイドレンジ化により、高速巡航時の燃費向上も実現しています。

（ ）

■ ・ モード燃費比較（ 車／社内測定値）

新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

■ ・ モード燃費比較（ 車／社内測定値）

（ ）

新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

（ ）

■ ・ モード燃費比較（ 車／社内測定値）

新型フェアレディ
00000

従来型フェアレディZ
000000

スカイラインクーペ
000000

国産 車
000000

ドイツ 車
000000

■ ・ モード燃費比較（ 車／社内測定値）

データ提供希望

（ ）

新型フェアレディ
00000

従来型フェアレディZ
000000

スカイラインクーペ
000000

国産 車
000000

ドイツ 車
000000

データ提供希望

■再加速性能比較（ 車／ 速、 からの再加速G／社内測定値）

加速度( )

時間(秒)

加速度

スロットル開度
新型フェアレディZ

新型フェアレディ Z

■各ギヤにおける加速性能比較（ 車／社内測定値）

加速度( )

車速( )

新型フェアレディZ

従来型フェアレディZ

速

速

速
速
速
速

データ待ち

（「Ａカタ」７ＡＴに関する文章を追加予定）



球面ホイールハウス

リヤフロアガゼット

シートクロス レインホース追加

トンネルガゼット

荷室隔壁バー追加

ハッチバック開口部のレインホース追加

フラットフロア リヤピンステー

アルミ製井桁サスペンションメンバー+シルステー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

トライアングルタワーバー

ステアリングメンバー

「走るために」全ては操縦安定性と動力性能のために

メカニズム／ボディ、軽量化、静粛性、空力性能

■ボディ
コーナリング中の荷重をしっかり受け止める高剛性と高度な衝突安全性、

そして軽量化を両立した新構造の車体骨格を採用。「走るために」フロント

周りでは、特徴的な形状のトライアングルタワーバーを採用。リヤ周りでは、

先代「フェアレディ 」の特徴であったトリプルメンバー構造をシンプルにし

ながら剛性アップを実現しました。また衝突安全性能を向上させるために、

前面衝突性能は現行「スカイライン」と同じ構造を取っています。側面衝突

性能については、荷室隔壁バーを有効利用することや、高張力鋼板の採用

拡大で軽量化しながら性能向上させています。

■車重量の最適化

より強く、より軽量化した高剛性ボディを実現

■軽量化
車体構造の大幅な合理化に加えて、従来までエンジンフードのみだったボ

ディのアルミ合金の使用をドアやバックドアの全てのカバーパーツに拡大。

各部の軽量化により、全体で約 の軽量化を実施し、従来車とほぼ同

様の車両質量を実現しました。超高張力鋼板／高張力鋼板を効果的に採用

することで、衝突安全性にも配慮。エンジンや専用設計の燃料タンク、ドライ

ブトレインの構造合理化、オーディオといった細部で軽量化を実施すること

で、運動性能の向上に寄与しています。

■静粛性
気密性、遮音性能、吸音性能に配慮し、エンジンノイズやタイヤノイズ等の

車外からの騒音の進入を遮断しています。

■空力性能
フロントバンパーの形状最適化により、

車両サイドへのスムーズな気流コント

ロールを実現。ルーフからバックドアへ

の気流を制御することで、ドラッグの縮

小とリヤリフトの低下を両立しました。

安全性の強化や装備充実を図るために
車重量は約 増が見込まれましたが、
ホイールベースの短縮などの車体構造
最適化により従来型「フェアレディ 」と
同等の車重を確保しました

重量： の軽量化

重量

■超高張力鋼板／高張力鋼板の採用

衝突安全性に寄与する軽量化を図るために
超高張力鋼板、高張力鋼板の採用を
拡大しています

超高張力鋼板： →
高張力鋼板： →
普通鋼板： →
アルミ： →

従来型
「フェアレディ 」

新型
「フェアレディ 」

トンネルステー ダイアゴナルブレース追加

デザイン・仕様
仕様向上

法規対応
音振性能

安全性能
操縦安定性

動力性能

従来型「フェアレディ 」
車重量：

従来型「フェアレディZ」
車重量：

の
軽
量
化
を
実
現



安心してクルマを運転できる高い操縦性と安全機能

メカニズム／サスペンション、ブレーキ、タイヤ、

■ブレーキローターサイズ

■ブレーキフィーリング比較

リヤ

φ ×

φ ×

フロント

φ ×

φ ×

グレード 形式

■サスペンション
一体構造サスペンションメンバーなどの構造合理化や、アルミ部品の多用、

インシュレーターの変更などにより、高剛性・軽量化を達成し、「レスポンス」

のよいハンドリングと、高速での安心感を実現しました。また、フロントとリ

ヤのサスペンションに流体封入ブッシュを採用することで、高速道路の継ぎ

目などでの乗心地を向上しました。さらに、先代「フェアレディ 」のマイ

ナーチェンジ後に採用しているデュアルフローパス、リバウンドスプリング

に加え、高応答リップルコントロールを採用することで、「レスポンス」のよ

いハンドリングと快適な乗り心地を、より高次元で両立しました。

■ブレーキシステム
フェアレディ とフェアレディ に曙ブレーキ社製

輪アルミキャリパー対向ピストンブレーキを採用。市街地での走行や渋滞

時などでの扱いやすさと、ワインディングや高速走行時の安定感を両立さ

せました。

■ホイール タイヤ
新しく インチのホイール タイヤを採用。ハードな走行状況で操縦

安定性を向上させるため、空気容量の大きいタイヤを設定しました。

インチ鍛造アルミホイールのタイヤはフロント： 、リ

ヤ： 、ホイールはフロント： アルミホイール、リヤ：

アルミホイールを採用しています。

■ （ビークルダイナミクスコントロール）
ステアリング操舵量やブレーキ操作量、車輪速センサーなどからの情報

により、横滑りなどの車体の挙動を判断。状況に応じてブレーキ制御力

やエンジン出力を自動制御することで、走行の安定性を高めています。

滑りやすい路面での発進（ 、ブレーキ ）や障害物回避などが容

易になるため、ドライバーの負担も軽減します。

・ダブルウィッシュボーン式フロントサスペンション
 ハンドル操作に対して、高応答かつリニアに反応する
 ダブルウィッシュボーン式フロントサスペンション

・マルチリンク式リヤサスペンション
 リヤ大径タイヤの発生するグリップを受け止める
 高剛性マルチリンク式リヤサスペンション。
 リヤでしっかりとしたスタビリティを確保します

輪アルミキャリパー対向
ピストンブレーキ（フロント）
（フェアレディ  、
フェアレディ  ） インチ鍛造アルミホイール

タイヤ
（フェアレディ  、
フェアレディ  ）

インチ鋳造アルミホイール
タイヤ

（フェアレディ  、
フェアレディ ）

輪ベンチレーテッドディスク式
ブレーキ（フロント）
（フェアレディ  、
フェアレディ ）

新開発制御

コーナリングフォース
従来制御

アクセルオフ

ヨーレート変化の発生
アクセルオン 思い通りの加速

フェアレディ  
フェアレディ  
フェアレディ  
フェアレディ

４輪アルミキャリパー対向ピストンブレーキ

４輪ベンチレーテッドディスク式ブレーキ

ワインディングや高速走行では
剛性感のあるしっかりとしたブレーキング

市街地での走行、
渋滞時に扱いやすい

新型フェアレディ

従来型フェアレディ

ドイツ 車

ペダルストローク（ ）

スカイラインクーペ減
速
度（

）



キビキビした走りとパフォーマンスを楽しめるパッケージング

パッケージング／レイアウト、寸法

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

現行ティアナ

新型ティアナ

半分に！

入力点と車体縦曲げモード節位置を

一致させることで振動しにくいボディを実現しました

路面からの入力 路面からの入力

新型ティアナ

 型ティアナ

・ハイテン

ハイテン材鋼板の採用を拡大し、高強度な車体を実現。ドライブフィールが

向上したほか、衝突時の変形量が大きく改善しました。

・車体構造

クロスメンバーの追加、各メンバーの結合剛性向上をはかったほか、新フロ

ア構造を採用するなどにより、静粛性、操縦性、安全性を高めました。

・リヤマルチリンクサスペンション

リヤもフロントと同じく新リンクジオメトリー化、及びブッシュの剛性を高め

たマルチリンク式サスペンションを採用。さらには、アクスルの剛性も上げ

ることで、ハンドル操作に対する車体の安定性を高めています。
■パッケージング
ヒップポイントを下げ、ドライバーと後輪の距離を短縮。コーナリング中でも

ドライバーの身体が安定し、リアタイヤの挙動がダイレクトに伝わるドライ

ビングを実現しました

■パッケージング
ヒップポイントを下げ、ドライバーと後輪の距離を短縮。コーナリング中でも

ドライバーの身体が安定し、リアタイヤの挙動がダイレクトに伝わるドライ

ビングを実現しました。

■ブレーキ／タイヤ
高剛性かつ、軽量のタイロッドブースターの採用により優れたブレーキ

フィーリングを実現しました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

新型「ムラーノ」
Z50型「ムラーノ」

キャスター角度の見直し

・フロント側

・リヤ側

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・フロント側

・リヤ側

データ支給希望

データ支給希望

従来型「ムラーノ」
新型「ムラーノ」

ボディ、静粛性、空力性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

■他車寸法比較

全長
全幅
全高

室内寸法

ホイールベース
最小回転半径（ ）

長
幅
高

最小回転半径以外の単位は です

国産 車スカイラインクーペ新型フェアレディ

（ インチ）／ （ インチ）

従来型フェアレディZ ドイツ 車

■ステアリング位置調整量の拡大
チルト量を から に、テレスコ量を

から に拡大し、クラス最大の調整量を
実現

■シートスライド調整量の拡大
シートスライド調整量を から に前
後 づつ増加させ、クラス最大の調整量を確保

■低ヒール段差化
型に対し、ヒップポイントを 下げてヒー

ルポイントとの段差を小さくすることでスポーティな
ドライビングポジションと操作性向上を実現

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム
付属している つのインテリジェントキーそれぞれに、特定ドライバーに合わせたス

テアリング、シート、ドアミラーの位置を記憶させることが可能です。ロック解除を

すると、ステアリング、シート、ドアミラーをあらかじめ設定した位置に調整します。

運転席連動ステアリング/ドアミラー自動調整システム
ドライバーがシート位置を動かすと、調整位置に連動してステアリング位置とドア

ミラー角度を自動調整します。“山道や見切りが悪い道を走るのでリクライニング

を起こしたい”、“後席に人が乗るのでスライドを前に動かしたい”といったシーン

等でシート位置を動かすと、ステアリングコラムとドアミラーを自動で適切な位置

へセットします。

■ドライビングポジション
体格を問わず乗車姿勢をサポートするだけでなく、スポーツクーペとしてベ

ストなドライビングポジションを得られるよう最適化しました。

※（　）内は従来型との比較

レイアウト、寸法

新型フェアレディ
従来型フェアレディZ
スカイラインクーペ

国産 車
ドイツ 車

フロントゼロリフト
リヤゼロリフト
（スポイラー付）全高： （ ）

全長： （ ）全幅： （ ）

（ ） （ ） （ ）

トレッド
インチタイヤ ホイール

フロント： （ ）　リヤ： （ ）
インチタイヤ ホイール

フロント： （ ）　リヤ： （ ）

ポップアップフード（アルミ製）採用
デザイン（低いフード）と歩行者保護の両立

パワートレイン搭載位置 低下
低重心化し、運動性能を向上

ヒップポイント低下（ ）
スポーツカーらしいドライビングポジションを実現

ワイドトレッド化
スタビリティ性能の向上

前輪タイヤの大径化（空気容量増）
前輪後輪共に約 。操縦安定性と乗り心地の良さを両立

人～後輪の距離を短縮
スポーツカーらしいダイレクト感の向上



「 」の性能をフルに発揮できる装備・仕様を開発

パッケージング／居住性、ドライビングポジション、シート

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

現行ティアナ

新型ティアナ

半分に！

入力点と車体縦曲げモード節位置を

一致させることで振動しにくいボディを実現しました

路面からの入力 路面からの入力

新型ティアナ

 型ティアナ

・ハイテン

ハイテン材鋼板の採用を拡大し、高強度な車体を実現。ドライブフィールが

向上したほか、衝突時の変形量が大きく改善しました。

・車体構造

クロスメンバーの追加、各メンバーの結合剛性向上をはかったほか、新フロ

ア構造を採用するなどにより、静粛性、操縦性、安全性を高めました。

・リヤマルチリンクサスペンション

リヤもフロントと同じく新リンクジオメトリー化、及びブッシュの剛性を高め

たマルチリンク式サスペンションを採用。さらには、アクスルの剛性も上げ

ることで、ハンドル操作に対する車体の安定性を高めています。
■パッケージング
ヒップポイントを下げ、ドライバーと後輪の距離を短縮。コーナリング中でも

ドライバーの身体が安定し、リアタイヤの挙動がダイレクトに伝わるドライ

ビングを実現しました

■ブレーキ／タイヤ
高剛性かつ、軽量のタイロッドブースターの採用により優れたブレーキ

フィーリングを実現しました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

新型「ムラーノ」
Z50型「ムラーノ」

キャスター角度の見直し

従来型「ムラーノ」
新型「ムラーノ」

ボディ、静粛性、空力性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

■ステアリング位置調整量の拡大
チルト量を から に、テレスコ量を

から に拡大し、クラス最大の調整量を
実現

■シートスライド調整量の拡大
シートスライド調整量を から に前
後 づつ増加させ、クラス最大の調整量を確保

■低ヒール段差化
型に対し、ヒップポイントを 下げてヒー

ルポイントとの段差を小さくすることでスポーティな
ドライビングポジションと操作性向上を実現

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム
付属している つのインテリジェントキーそれぞれに、特定ドライバーに合わせたス

テアリング、シート、ドアミラーの位置を記憶させることが可能です。ロック解除を

すると、ステアリング、シート、ドアミラーをあらかじめ設定した位置に調整します。

運転席連動ステアリング/ドアミラー自動調整システム
ドライバーがシート位置を動かすと、調整位置に連動してステアリング位置とドア

ミラー角度を自動調整します。“山道や見切りが悪い道を走るのでリクライニング

を起こしたい”、“後席に人が乗るのでスライドを前に動かしたい”といったシーン

等でシート位置を動かすと、ステアリングコラムとドアミラーを自動で適切な位置

へセットします。

■ドライビングポジション
体格を問わず乗車姿勢をサポートするだけでなく、スポーツクーペとしてベ

ストなドライビングポジションを得られるよう最適化しました。

レイアウト、寸法

新型フェアレディ
従来型フェアレディZ
スカイラインクーペ

国産 車
ドイツ 車

■ドライビングポジション
強力なコーナリングに耐えられるように、体が左右にゆすられにくい低ヒッ

プポイント化を実施。素早い操作に対応できるようペダル、ステアリングの

配置を見直し、操作性を向上させています。

■メーター
視認性、高機能、スポーティなデザインの独立式大径 眼メーターを採用。

コーナリング中でもシフトアップポイントをタコメーターの針で直感的につ

かめるよう、先代「フェアレディ 」の直径 に対して にまで

拡大。これに合わせて、ステアリングのリム形状の上部両サイドを 膨ら

ませた形状にすることで、メーターの視認領域を広げています。

また、マルチディスプレイを採用することで、平均燃費、航続可能距離、各種

ウォーニング情報やメンテナンス情報を表示します。

つのメーターは、それぞれの文字盤に段差を付けて立体感を出し、スポー

ティな印象を与えるだけでなく視認性も向上しています。

■室内居住性
スポーツカーとしては余裕のある空間を確保。

■シート
新形状のシートはショルダー部分にワイヤーフレームを追加。本革シートは

クッション、バックのメイン部分に滑りにくい専用のスエード素材を使用する

事により、コーナリング、ブレーキングなどによる体の滑りを抑え、常に適正

な運転姿勢を保持することが出来るため、走りやすさを実感できます。ま

た、大型ニーパッドは様々な体格の方が運転してもベストな効果を発揮でき

るよう、取付位置、形状、固さの調整を重ねました。

（ ）

※寸法は身長 の日本人男性をモデルとしています
※データは全てサンルーフ無し車です

新型キューブ

従来型キューブ

国産 車

良い

■側頭空間

（前席）

（前席／社内測定値）

（ ）

新型キューブ

従来型キューブ

国産 車

良い
（後席／社内測定値）

ダミー「ヘッドルーム/視界」

ダミー「側頭空間」

　ステアリング傾斜角の最適化
低ヒール段差化に合わせて、ステアリングコラムレ
イアウトの見直しにより、ステアリング傾斜角を従来
型の から に最適化。操作性に優れたス
テアリングレイアウトとした

　アクセル、ブレーキペダル間の段差を縮小
アクセルペダルとブレーキペダルの前後段差を従来型の から に縮小。アクセル
ペダルからブレーキペダル踏み代え時の足首の操作量を低減し、素早い踏み代えを可能にした

　低ヒール段差化
従来型に対して、ヒール段差を から

に改善。よりスポーティーなドライビングポ
ジションとし、車との一体感を向上させた

ワイヤーフレームの追加により、ホールド性が高まり 
上体の姿勢を保持できる

革シートにはランバーサポート機構を採用し、
より体をフィットさせることができる

クッションアングルを 度高くし
前方への滑りを抑える 

大型ニーパッド。助手席側（左）と運転席側

※（　）内は従来型との比較

（° ）

タイム

良い
新型フェアレディ

従来型フェアレディZ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

■前方視界
先代「フェアレディ 」と同様、左右に広い視界をキープ。コーナーの先が見

通しやすいピラー位置としました。

■ ピラー見開き角比較（社内測定値）

左右に広い
前方視界

ドイツC車
新型フェアレディZ

ドイツB車

データ提供希望

対向車

国産R車

国産 車

国産S車

左右に広い
前方視界

ドイツ 車
新型フェアレディ

ドイツ 車

対向車

国産 車

（ ） （ ）

低ヒール段差化

ステアリング傾斜角の最適化

ペダル間段差を縮小



運転する気持ちを高める装備

“走る”気持ちを高めるために／エンブレム、メーター

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

路面振動

サスペンション

高剛性車体

シート振動

人

現行ティアナ

新型ティアナ

半分に！

入力点と車体縦曲げモード節位置を

一致させることで振動しにくいボディを実現しました

路面からの入力 路面からの入力

新型ティアナ

 型ティアナ

・ハイテン

ハイテン材鋼板の採用を拡大し、高強度な車体を実現。ドライブフィールが

向上したほか、衝突時の変形量が大きく改善しました。

・車体構造

クロスメンバーの追加、各メンバーの結合剛性向上をはかったほか、新フロ

ア構造を採用するなどにより、静粛性、操縦性、安全性を高めました。

・リヤマルチリンクサスペンション

リヤもフロントと同じく新リンクジオメトリー化、及びブッシュの剛性を高め

たマルチリンク式サスペンションを採用。さらには、アクスルの剛性も上げ

ることで、ハンドル操作に対する車体の安定性を高めています。
■パッケージング
ヒップポイントを下げ、ドライバーと後輪の距離を短縮。コーナリング中でも

ドライバーの身体が安定し、リアタイヤの挙動がダイレクトに伝わるドライ

ビングを実現しました

■ブレーキ／タイヤ
高剛性かつ、軽量のタイロッドブースターの採用により優れたブレーキ

フィーリングを実現しました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

新型「ムラーノ」
Z50型「ムラーノ」

キャスター角度の見直し

・フロント側

・リヤ側

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・フロント側

・リヤ側

データ支給希望

データ支給希望

従来型「ムラーノ」
新型「ムラーノ」

ボディ、静粛性、空力性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

■ステアリング位置調整量の拡大
チルト量を から に、テレスコ量を

から に拡大し、クラス最大の調整量を
実現

■シートスライド調整量の拡大
シートスライド調整量を から に前
後 づつ増加させ、クラス最大の調整量を確保

■低ヒール段差化
型に対し、ヒップポイントを 下げてヒー

ルポイントとの段差を小さくすることでスポーティな
ドライビングポジションと操作性向上を実現

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム
付属している つのインテリジェントキーそれぞれに、特定ドライバーに合わせたス

テアリング、シート、ドアミラーの位置を記憶させることが可能です。ロック解除を

すると、ステアリング、シート、ドアミラーをあらかじめ設定した位置に調整します。

運転席連動ステアリング/ドアミラー自動調整システム
ドライバーがシート位置を動かすと、調整位置に連動してステアリング位置とドア

ミラー角度を自動調整します。“山道や見切りが悪い道を走るのでリクライニング

を起こしたい”、“後席に人が乗るのでスライドを前に動かしたい”といったシーン

等でシート位置を動かすと、ステアリングコラムとドアミラーを自動で適切な位置

へセットします。

■ドライビングポジション
体格を問わず乗車姿勢をサポートするだけでなく、スポーツクーペとしてベ

ストなドライビングポジションを得られるよう最適化しました。

レイアウト、寸法

新型フェアレディ
従来型フェアレディZ
スカイラインクーペ

国産 車
ドイツ 車

■メーター指針の演出
エンジンスイッチを押すとタコメーター、スピードメーター、三連メーターの

針が振り切れるような演出を施しました。まるでエンジンが目覚めたように

感じ、走り出す前から走りへの高揚感や期待感を高めます。素材は機能性を

重視するために樹脂素材を使用しました。

■三連サブメーター
「フェアレディ 」伝統の三連サブメーターの油圧計に代えて、スポーツカー

らしい油温計を採用。よりスポーティに生まれ変わりました。左から時計、電

圧計、油温計となっています。

■インテリジェントキー プッシュエンジンスターター
「フェアレディ 」では初採用となるインテリジェントキー プッシュエンジン

スターター。利便性や防盗性のメリットはもちろん、シートに座りエンジンス

ターターに触れるだけでエンジンが始動することで、レーシングカーのよう

なスポーティな気分を盛り上げます。

（ ）

※寸法は身長 の日本人男性をモデルとしています
※データは全てサンルーフ無し車です

新型キューブ

従来型キューブ

国産 車

良い

■側頭空間
（前席／社内測定値）

（ ）

新型キューブ

従来型キューブ

国産 車

良い
（後席／社内測定値）

消灯時 点灯時

■エンブレム一体型サイドターンランプ
エンブレムとサイドターンランプが一体化したランプ。のエンブレムが浮

かび上がるよう、オレンジ色にランプを光らせています。サイドターンランプ

であるために考慮しなければならない法規的な制限の中で、 （ 個）を

採用することで十分な明るさを実現させました。



快適な空間をサポートする設備

ユーティリティー／ラゲッジ、収納

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・リヤマルチリンクサスペンション

リヤもフロントと同じく新リンクジオメトリー化、及びブッシュの剛性を高め

たマルチリンク式サスペンションを採用。さらには、アクスルの剛性も上げ

ることで、ハンドル操作に対する車体の安定性を高めています。
■パッケージング
ヒップポイントを下げ、ドライバーと後輪の距離を短縮。コーナリング中でも

ドライバーの身体が安定し、リアタイヤの挙動がダイレクトに伝わるドライ

ビングを実現しました

■ブレーキ／タイヤ
高剛性かつ、軽量のタイロッドブースターの採用により優れたブレーキ

フィーリングを実現しました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

・フロント側

・リヤ側

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・フロント側

・リヤ側

データ支給希望

データ支給希望

従来型「ムラーノ」
新型「ムラーノ」

ボディ、静粛性、空力性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

■ステアリング位置調整量の拡大
チルト量を から に、テレスコ量を

から に拡大し、クラス最大の調整量を
実現

■シートスライド調整量の拡大
シートスライド調整量を から に前
後 づつ増加させ、クラス最大の調整量を確保

■低ヒール段差化
型に対し、ヒップポイントを 下げてヒー

ルポイントとの段差を小さくすることでスポーティな
ドライビングポジションと操作性向上を実現

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム
付属している つのインテリジェントキーそれぞれに、特定ドライバーに合わせたス

テアリング、シート、ドアミラーの位置を記憶させることが可能です。ロック解除を

すると、ステアリング、シート、ドアミラーをあらかじめ設定した位置に調整します。

運転席連動ステアリング/ドアミラー自動調整システム
ドライバーがシート位置を動かすと、調整位置に連動してステアリング位置とドア

ミラー角度を自動調整します。“山道や見切りが悪い道を走るのでリクライニング

を起こしたい”、“後席に人が乗るのでスライドを前に動かしたい”といったシーン

等でシート位置を動かすと、ステアリングコラムとドアミラーを自動で適切な位置

へセットします。

■ドライビングポジション
体格を問わず乗車姿勢をサポートするだけでなく、スポーツクーペとしてベ

ストなドライビングポジションを得られるよう最適化しました。

レイアウト、寸法

新型フェアレディ
従来型フェアレディZ
スカイラインクーペ

国産 車
ドイツ 車

■ラゲッジ
ゴルフバッグを 個収納可能。出し入れのしやすさを大幅に改善しました。

■アクセサリーケース
車検証入れとしても使えるアクセサリーケース。フォルダケースのような開

閉式なので、取り出しやすくて利便性も確保。

■グローブボックス
助手席側にグローブボックスを新たに設置。

■ラゲッジ容量比較（社内測定値）

新型フェアレディ

従来型フェアレディ

スカイラインクーペ

国産 車

ドイツ 車

ラゲッジ容量
( )

（サブトランク：+ ）

ゴルフバッグセット（個）
インチ× インチクラブ

最大スーツケース
サイズ

特

特

■ゴルフバッグ積載手順例（ 個）

.　　のヘッド部分をラゲッジから向かって左手前に入れる。

.　　の底部を右手前に入れる。

.　　の底部を右奥に入れ、　 のヘッド部と重ねて入れる。

ラゲッジネットのフック：計 個

■運転席・助手席シートバックスペース
シートを前倒しすることなく、ハンドバッグなどの小物をそのまま置けるシー

トバックスペースを設定。先代「フェアレディ 」よりも容量を２倍に拡大し、

使い勝手を向上しています。

■室内環境
インナーグリーン
「クリーンな空気」、「人に（肌に）やさしい」、「清潔、きれい」という つの視
点に立って開発した、室内環境関連装備を「室内快適性能“インナーグリー
ン”」と呼んでいます。　

・ カット断熱グリーンガラス
・抗菌ステアリング 
・抗菌シフトノブ

※プラズマクラスター 、プラズマクラスターイオン  はシャープ株式会社の商標です。

車室内 *の低減
鼻、のどなどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒド、トルエン等の揮発
性有機化合物を低減するために、シート、ドアトリム、フロアカーペットなど
の部材や接着剤を見直すことで、その揮発量を抑制しました。また厚生労働
省の定めた 物質の室内濃度指針値を下回るレベルとし、車室内の空気
質に配慮しました。　* （揮発性有機化合物）

■室内環境
インナーグリーン
「クリーンな空気」、「人に（肌に）やさしい」、「清潔、きれい」という つの視
点に立って開発した、室内環境関連装備を「室内快適性能“インナーグリー
ン”」と呼んでいます。　

〈クリーンな空気〉
・プラズマクラスターイオン フルオートエアコン  ・クリーンフィルター

〈人に（肌に）やさしい〉
・ カット断熱グリーンガラス  ・プライバシーガラス（ カット断熱機能付）

〈清潔、きれい〉
・抗菌ステアリング  ・抗菌シフトノブ
※プラズマクラスター 、プラズマクラスターイオン  はシャープ株式会社の商標です。

車室内 *の低減
鼻、のどなどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒド、トルエン等の揮発
性有機化合物を低減するために、シート、ドアトリム、フロアカーペットなど
の部材や接着剤を見直すことで、その揮発量を抑制しました。また厚生労働
省の定めた 物質の室内濃度指針値を下回るレベルとし、車室内の空気
質に配慮しました。　* （揮発性有機化合物）



ドライブをいっそう充実させる、こだわりの実用装備

装備／ナビゲーションシステム、オーディオ

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・リヤマルチリンクサスペンション

リヤもフロントと同じく新リンクジオメトリー化、及びブッシュの剛性を高め

たマルチリンク式サスペンションを採用。さらには、アクスルの剛性も上げ

ることで、ハンドル操作に対する車体の安定性を高めています。
■パッケージング
ヒップポイントを下げ、ドライバーと後輪の距離を短縮。コーナリング中でも

ドライバーの身体が安定し、リアタイヤの挙動がダイレクトに伝わるドライ

ビングを実現しました

■ブレーキ／タイヤ
高剛性かつ、軽量のタイロッドブースターの採用により優れたブレーキ

フィーリングを実現しました。

■タイヤサイズ（全グレード共通）
タイヤサイズ（前後） オフセットホイール（前後）

×  アルミ

■ブレーキローターサイズ
リヤ

φ ×
フロント

φ ×

・フロント側

・リヤ側

リヤサイドメンバー断面拡大

新ジョイントメンバー構造

クロスメンバー追加

ショックアブソーバー左右間結合強化

ショックアブソーバー左右間結合強化

・フロント側

・リヤ側

データ支給希望

データ支給希望

従来型「ムラーノ」
新型「ムラーノ」

ボディ、静粛性、空力性能

トライアングルタワーバー

フードリッジおよびラジコアサポート高剛性化

アルミ製井桁サスペンションメンバー＋シルシテイ

荷室隔壁バー

フラットフロア

ハッチバック開口部のレインホース追加

球面ホイールハウス

Vバー

■ステアリング位置調整量の拡大
チルト量を から に、テレスコ量を

から に拡大し、クラス最大の調整量を
実現

■シートスライド調整量の拡大
シートスライド調整量を から に前
後 づつ増加させ、クラス最大の調整量を確保

■低ヒール段差化
型に対し、ヒップポイントを 下げてヒー

ルポイントとの段差を小さくすることでスポーティな
ドライビングポジションと操作性向上を実現

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム
付属している つのインテリジェントキーそれぞれに、特定ドライバーに合わせたス

テアリング、シート、ドアミラーの位置を記憶させることが可能です。ロック解除を

すると、ステアリング、シート、ドアミラーをあらかじめ設定した位置に調整します。

運転席連動ステアリング/ドアミラー自動調整システム
ドライバーがシート位置を動かすと、調整位置に連動してステアリング位置とドア

ミラー角度を自動調整します。“山道や見切りが悪い道を走るのでリクライニング

を起こしたい”、“後席に人が乗るのでスライドを前に動かしたい”といったシーン

等でシート位置を動かすと、ステアリングコラムとドアミラーを自動で適切な位置

へセットします。

■ドライビングポジション
体格を問わず乗車姿勢をサポートするだけでなく、スポーツクーペとしてベ

ストなドライビングポジションを得られるよう最適化しました。

レイアウト、寸法

新型フェアレディ
従来型フェアレディZ
スカイラインクーペ

国産 車
ドイツ 車

■カーウイングスナビゲーションシステム（HDD方式）
・独自の渋滞予測情報による、最速ルート探索

・エコドライブをサポートする「あなたもエコドライブ」「愛車カルテ」

・マルチファンクションスイッチとタッチパネルの併用操作が可能な新操作系

・地図の初回更新無料

・従来品に対し、解像度が約４倍の高精細モニター

・高速・大容量のハードディスクドライブ（HDD）を採用

・ミュージックボックス、DVD再生機能など、エンターテイメント機能が充実

インストルメントパネル　

フロントドア

リヤシェルフ

サブウーファー

スピーカー数　

■新型「フェアレディZ」のスピーカー

■スピーカーレイアウト
■バックビューモニター
（カラー、車幅/距離/予想進路線表示機能付）

後方の映像をモニターに表示。車庫入れなどの後退時に便利です。

Aカタ画像と差し替え

Aカタ画像と差し替え

Aカタ画像と差し替え

■フロントサイドビューモニター（ディーラーオプション）
T字路や見通しの悪い交差点などで、左右の道路状況をモニター画面で確認

できます。※写真のナンバープレートリムは別売りです

■ディスプレー付きオーディオ
ナビゲーション非搭載車でもバックビューモニターでリヤの視野を表示する

ことが可能な、日産初のモニター付きオーディオです。また、USB接続により

iPodやUSBメモリーのオーディオファイルのコントロールが可能。

■カーウイングスナビゲーションシステム
　（地デジ内蔵・HDD方式）
いっそう高画質、より見やすく、使いやすく。最先端のナビゲーションシステム
を用意。

・先進の地図更新システム（リアルタイム地図更新）　
カーウイングスナビゲーションシステムは周辺地図更新、都道府県地図更新
を早く、安く、必要な分だけ行うことがで
きます。

▶周辺地図更新：地図が古いと思ったら、
その場で更新可能。自車位置以外の任意
の場所も選択可能。更新後のデータを使
用してすぐにルート検索ができます。

▶都道府県更新：ご自宅のパソコンから最新の地図をダウンロード、USBメ
モリー、DVD-R、CD－Rなどによりナビの地図をご自身で更新できます。周
辺地図更新、都道府県更新とも購入から1年間は無料、回数制限はありませ
ん（2回目以降は有料となります）

・AND検索　
あいまいな記憶しかない施設を、キーワード、地
名、ジャンルなどの入力で探すことができます。

・USBメモリーファイル再生　
専用USB接続コネクタにUSBメモリーを接続
するだけで、保存されているオーディオファイル
（MP3、WMA、AAC）の再生と操作ができます。
iPodにもダイレクトに接続でき、お気に入りの音
楽を車内で楽しめます。

・地デジチューナー標準搭載　
12セグ、ワンセグの自動切り替え、系列局サー
チ機能を装備し、広範囲で地上デジタルテレビ
放送の受信が可能です。高精細WVGAディスプ
レイにより、デジタル放送の高画質をそのまま
楽しむことができます。

・カーウイングスナビで“エコドライブ”のお手伝い
▶ECO1　エコドライブにも貢献する「最速ルート探索」
会員同士の情報を共有し、VICS情報では
カバーできない交通情報を提供。さらに、
日産独自の予測交通情報に加えて最速
ルートを探索。燃費の向上とCO2排出量
の削減に貢献します。

▶ECO2　「あなたもエコドライブ」
ナビに配信される情報チャンネルを積極的に活用することで、いつも燃費に
気を配り、経済的で環境にもやさしい運転習慣を身に付けることをサポート
します。

▶ECO3　「愛車カルテ」
情報センターに蓄積された燃費記録の推移や走行履歴と「ECOドライブラ
ンキング」が専用ホームページで確認可能。さらに、点検、整備のご案内、メン
テナンス情報をお知らせします。最適なメンテナンスはエコドライブの第一
歩です。

表示イメージ

■カーウイングスナビゲーションシステム（ 方式）
方式の「次世代カーウイングスナビゲーションシステム」は、タッチパネ

ル操作を可能とし、使い勝手を従来品よりも大幅に向上。ナビ機能に加え、最

大約 曲もの音楽データ録音・再生機能、 オーディオ ビデオ再生

機能などに対応と、充実のエンターテインメント機能を誇ります。

(メーカーオプション）

■高速・大容量のハードディスクドライブ（ ）採用で、ナビゲーションの性
能が大幅に向上し、素早いルート探索や充実の道案内を実現、さらに音楽
を に録音することも可能。

■マルチファンクションスイッチとタッチパネルの併用操作やボイスコマンド、
■ステアリングスイッチでの操作も可能になり、使いやすさを追求。

■従来品と比較して、画素数が約 倍と高精細で見やすいモニター。 グラ
■フィックスで実際の街並みを表現しルート案内する、リアル 交差点案内
■機能を新たに採用。
■※札幌、仙台、さいたま、千葉、東京 区、川崎、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸、広島、北九州、福岡の主要箇所

■に限られます（約 件） 

■ミュージックボックス、 再生機能など、エンターテインメント機能が充実。

■新車購入後 年以内の有料点検入庫時、初回のみ無料で地図データの更新
■書き換えを実施。

■  機能に加え、 、 の有線接続が■
　可能で、快適なハンズフリー通話に対応。
■  および  ロゴは米国 の登録商標です

■専用チューナーを接続することにより、地上デジタルテレビの視聴が可能。
■（ディーラーオプション）

■ 搭載の統計交通情報データの精度向上、ならびにカーウイングスな
■らではの独自サービスで最速ルート探索の精度を大幅に向上。

■  サウンドシステム
“ ”の車両空間を最大限活用したスピーカーレイアウトと専用開発のサウンド

システムにより、自然な音源再生と迫力あるサウンドが楽しめます。

■運転席、助手席どちらの席でもバランスの取れたステレオイメージを実現。

■広いダイナミックレンジにより小音量でも聴きやすい自然な音楽再生。

■ライブコンサートのような高音量でも、まったく歪みの無い再生が可能。

インストルメントパネル　

フロントドア

リヤシェルフ

サブウーファー

スピーカー数　

スピーカーレイアウト

スピーカーシステムの重量（kg）

■新型「フェアレディZ」のスピーカー

※ BOSE®は米国Bose Corporationの登録商標です。

１．6.5cm TwiddlerTM（中高音域用スピーカー） ×2（ダッシュボード左右）

２．15cm×23cm ネオジウムスピーカー ×2（ドア左右）

３．8cm ネオジウム中高音域用スピーカー ×2（リヤサイドパネル）

４．BOSE Richbass®ウーファー ×1

（11.5cm ウーファー2個内蔵、7.7リッター ポート付エンクロージャー）

（スペアタイヤリム）

５．BOSE 7チャンネルデジタルアンプ（シート後方下部）

（中高音域用スピーカー） （ダッシュボード左右）
 ネオジウムスピーカー （ドア左右）

 ネオジウム中高音域用スピーカー （リヤサイドパネル）
 ウーファー 

（  ウーファー 個内蔵、7.7リッター ポート付エンクロージャー）
（スペアタイヤリム）

 チャンネルデジタルアンプ（シート後方下部）

１．6.5cm TwiddlerTM（中高音域用スピーカー） ×2（ダッシュボード左右）

２．15cm×23cm ネオジウムスピーカー ×2（ドア左右）

３．8cm ネオジウム中高音域用スピーカー ×2（リヤサイドパネル）

４．BOSE Richbass®ウーファー ×1

（11.5cm ウーファー2個内蔵、7.7リッター ポート付エンクロージャー）

（スペアタイヤリム）

５．BOSE 7チャンネルデジタルアンプ（シート後方下部）

  は米国 の登録商標です。



■バイキセノンヘッドランプ

■フロントバンパー組込みハロゲンフォグランプ◆

■フロント雨滴感知式無段間けつワイパー
　（フラットブレードタイプ）

■防眩式ルームミラー

■熱線リヤウインドウ（タイマー付）

■高輝度 リヤコンビネーションランプ

いつでも安心して運転できるよう
ドライバーをサポートします。

危険な状態になりそうなときも安全な状態に
戻すようドライバーをサポートします。

万一衝突が避けられないときに
被害を最小限にとどめます。

◆ は 、 に標準装備。
     、 はディーラーオプション

/「クルマが人を守る」という考え方。
通常運転から衝突後まで、クルマが状況に応じて、
様々なバリア機能を働かせ、少しでも危険に近づけないようにサポートし続けます。

安全性

■高強度安全ボディ（ゾーンボディ）

■歩行者傷害軽減ボディ
　（ポップアップエンジンフード付）

■運転席・助手席 エアバッグシステム

■運転席・助手席 サイドエアバッグシステム

■ カーテンエアバッグシステム

■アクティブヘッドレスト

■ロードリミッター付プリテンショナーシートベルト

■全席低フリクションシートベルト
引き出し力が従来よりも軽く、着用時の圧迫感が大幅に少ない低フリ
クションシートベルトを採用。着用しやすく、かつ着用中も快適なシート
ベルトにすることで、着用率の向上に貢献します。

など

■バイキセノンヘッドランプ

■高輝度 式ハイマウントストップランプ

■高輝度 リヤコンビネーションランプ
ランプはバルブタイプに比べて点灯するまでの速度が速く、後続

車への減速・停止の意思表示を迅速にします。

■リヤフォグランプ

■ヒーター付電動格納式リモコンカラードアミラー
など

■ （電子制御制動力配分システム）

■ （ビークルダイナミクスコントロール）

■ブレーキアシスト

■ （アンチロックブレーキシステム）
など



お客さまが見て触って使って、実際に感じる「感性品質」を向上

品質

■デジタル・テクノロジーの活用
「フェアレディZ」は最新のデジタルテクノロジーを最大限に活用して設計、
製作されています。 ( ：コンピューター支援
設計)による車体設計、スタイリング。インテリアデザインから、衝突時の安
全性、実際の使用状況に即した視界や操作性等のレイアウト確認まで、試作
車の製作以前にすべてをデジタル上でチェックし、設計品質を高めていま
す。

■車体合わせ品質の向上

■生産ラインにおける品質の造り込み
・ （実走行品質クリニック）。

・設計段階より地域毎にお客さまの使用状況に近いシーンを再現し、
 品質を確認。

・出荷開始前にも を行い徹底的に品質を確認。

・ 万 を走行し、課題抽出と対策を実施。

■ （プロジェクト・クオリティ・ダイレクター） 
　による品質のマネジメント
・プロダクトの企画、設計、試作、生産の各フェーズにおいて、
品質目標の達成度を徹底。

・お客さまの使われ方を想定した量産車を用いた走行検証を行い、
徹底した品質チェックを実施。

・品質分野のエキスパートを結集し、発売前のクルマを徹底的にチェック。■世界トップレベルの内装の質感向上

・デジタルデータを活用したことにより、
・合わせ品質の向上に寄与。

・工程検証、組み立て性評価などをバーチャルファクトリーで検討。

・お客さまが深い満足感を味わいながら心ゆくまでドライブを堪能できる
・ように、これまでにない高品質なインテリアを実現。

・細部にまで上質感にこだわり、人の手で操作感と触感を突き詰め、
・ライバル車に勝る質感を達成。

・専門の評価員による徹底した質感のチェック。

・部品の合わせ精度、色調、素材など、それぞれに厳しい品質基準を
・設けることで高い質感を実現。

■ （ ）
マスターが、試作車・量産車をお客さまの視点で設定したグローバル

な評価基準で厳しく品質チェックを行います。

■感性品質
・お客さまが「フェアレディ 」の世界観に浸りながらドライブを
 堪能できるように、質感の高いインテリアを実現。

・「フェアレディ 」独自の新素材を質感高く仕立てて作りこむことで、
 を持ちながら質感を大幅に向上。

・ をより際立たせる質感の実現のために、部品の合わせ精度、色調、
 素材など、それぞれに厳しい品質基準を設けて管理。

■開発段階で耐久性を確認し、早期に信頼性を確立
設計・試作作業と平行して電子モックアップ、 （

）を製作。開発中の各部品の連続作動テストを実施。今まで開発
段階ではテストするのが不可能であった複雑なシステムを短時間でシュミ
レートでき、問題点の早期作業、解決が可能。信頼性の向上に大きく貢献し
ました。

■生産ラインにおける品質の作りこみ
・インライン計測装置による全数品質保証の実施。

・高級車専用工場での作業者の熟練した技術で高品質化を実現。

・新光源による徹底した塗装品質のチェック。

・ 照明を導入し、徹底した塗装品質のチェック。

・低級音検出力向上により、計測画面上で不具合レベルが判定可能に。

・工場に振動解析設備を設置。今生産している車をすぐに計測し
 確認することが可能に。

■PQD（プロジェクト・クオリティ・ダイレクター）

による品質のマネジメント

・プロダクトの企画、設計、試作、生産の各フェーズにおいて、品質目標の達

成感を徹底。

・お客さまの使われ方を想定した量産率を用いた走行検証を行い、徹底した

品質チェックを実施。

・品質分野のエキスパートを結集し、発売前のクルマを徹底的にチェック。

■AVES（Alliance Vehicle Evaluation Standard)

AVESマスターが、試作車・量産車をお客さまの視点で設定したグローバル

な評価基準で厳しく品質チェックを行います。



■燃費表示機能
コンビメーター内に瞬間燃費、平均燃費、航続可能距離を表示することで、
燃費を意識した丁寧な運転を促します。

■環境対応
排出量の削減

エンジン車（車両重量 未満）は「平成
年度燃費基準＋ 」を達成。 （二酸化炭素）の

排出量を削減しています。

燃費表示機能
コンビメーター内に瞬間燃費、平均燃費、航続可能距離を表示することで、
燃費を意識した丁寧な運転を促します。

■リサイクル性の向上
設計段階から使用済み段階までを考えたクルマづくりを行っています。リサ
イクルしやすい材料や再生された材料を使用して、資源の有効活用に取り
組み、新型「フェアレディZ」では、リサイクル可能率 以上*を達成してい
ます。

*「新型車のリサイクル可能率の定義と算出　方法のガイドライン（ 年自工会）」に基づき算出

「ニッサン・グリーンプログラム 」に沿った環境への取り組みを積極的に展開

環境

■排出ガスのクリーン化
全車「平成 年基準排出ガス 低減レベル
（ )」の認定を受けています。

瞬間燃費 平均燃費・平均速度 航続可能距離

製造過程

使用過程

廃
棄・
リサ

イク
ル

水質保全
 ●ペイントガードフィルムの採用
  （輸送時の表面保護ワックスの洗浄が不要）

オゾン層の保護
 ●オゾンセーフエアコンの採用
    （ 冷媒使用）

製造工程内の端材リサイクル
 ●バンパー など

リサイクル材を使用した部品

オゾン層の保護
 ●フロンを使用しない部品洗浄
 ●フロンを使用しない樹脂部品発泡

リサイクルしやすい材料の採用

樹脂・ゴム部品の材料マーキングの徹底

環境負荷物質の削減
 ●重金属類の使用削減 など

排出ガスのクリーン化
 ●全車「平成 年基準排出ガス
   ％低減レベル（ ）」に認定

リサイクルしやすい構造の採用

●フードインシュレーター　など

●部品の単一素材化
●樹脂部品の統合　など

●バンパー、エアクリーナーケース、
　エアダクト　など

排出量の削減

「フェアレディZ」の環境への配慮

環境に関する情報公開
　●「フェアレディZ　エコトピック」を
　　ホームページで公開

■燃費性能
エンジン、 エンジン共にフリクション低減を徹底的に追及し、

燃費を向上。カムシャフト、クランクシャフトなどの、主運・動弁系部品の表面処理・
加工精度を向上させ、部品同士の摩擦を減らしました。バルブリフターには水素フ
リー を採用し、カムとバルブリフター間のフリクションを大幅に低減。エクスト
ロニック についてもプーリー作動時の油圧制御の最適化によるフリクション
低減、アダプティブシフトコントロール（ ）追加による変速制御の最適化を実
施しています。 また、エンジン暖気時の燃費改善、空力改善、高速一定速走行時の
エンジン回転の低下により、実用燃費の向上も図っています。

（ ）

■ ・ モード燃費比較（ ）

新型フェアレディ
00000

従来型フェアレディZ
000000

スカイラインクーペ
000000

国産 車
000000

ドイツ 車
000000

■ モード燃費比較（ ）

データ提供希望

（ ）

新型フェアレディ
00000

従来型フェアレディZ
000000

スカイラインクーペ
000000

国産 車
000000

ドイツ 車
000000

データ提供希望

■室内環境
インナーグリーン
「クリーンな空気」、「人に（肌に）やさしい」、「清潔、きれい」という つの視
点に立って開発した、室内環境関連装備を「室内快適性能“インナーグリー
ン”」と呼んでいます。　

〈クリーンな空気〉
・プラズマクラスターイオン フルオートエアコン  ・クリーンフィルター

〈人に（肌に）やさしい〉
・ カット断熱グリーンガラス  ・プライバシーガラス（ カット断熱機能付）

〈清潔、きれい〉
・抗菌ステアリング  ・抗菌シフトノブ
※プラズマクラスター 、プラズマクラスターイオン  はシャープ株式会社の商標です。

車室内 *の低減
鼻、のどなどへの刺激の原因とされるホルムアルデヒド、トルエン等の揮発
性有機化合物を低減するために、シート、ドアトリム、フロアカーペットなど
の部材や接着剤を見直すことで、その揮発量を抑制しました。また厚生労働
省の定めた 物質の室内濃度指針値を下回るレベルとし、車室内の空気
質に配慮しました。　* （揮発性有機化合物）
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快適性／利便性（カーウィングス他）

■二面図

設定車種

二面図・設定車種・諸元表

■設定車種一覧

グレード

フェアレディZ VersionST

フェアレディZ VersionS

フェアレディZ VersionT

フェアレディZ

エンジン

VQ37VHR

駆動方式

2WD

注）装備について特に記載の無いものは、全グレードに標準装備です。メーカーオプション詳細は、
カタログ内「主要装備一覧」をご覧ください。

ミッション

7M-ATx

6MT

6MT

7M-ATx

7M-ATx

6MT

■設定車種一覧

グレード

フェアレディZ VersionST

フェアレディZ VersionS

フェアレディZ VersionT

フェアレディZ

価格（円、消費税含む）

0,000,000

0,000,000

0,000,000

0,000,000

0,000,000

0,000,000

エンジン

VQ37VHR

駆動方式

2WD

■販売目標台数

0,000台/月

ミッション

7M-ATx

6MT

6MT

7M-AT

7M-AT

6MT

14
75

4850
2775

12
15

2095

450（中央）
507 500（左右）

893（中央）
882（左右）

987（助手席）
977（運転席）

17
95

14
45

15
10

50
5

50
5

（250XV）

4250

2550

990

13
1510

90

92
0

495（運転席）
490（助手席）

18
45

14
95

50
5

50
5

10
90

14
95

50
5

50
5

６速マニュアル マニュアルモード付フルレンジ電子制御7速オートマチック（7M-ATx)
2WD 
VQ37VHR 
3.794 4.923
2.324 3.193
1.524 2.042
1.271 1.411
1.000  1.000 
0.794 0.662
- 0.771
3.446 3.972
3.692 3.357

■変速比・最終減速比

VQ37VHR

トランスミッション

変速比　 1速
第
第

2速
第3速
第4速
第5速
第6速
第7速
後 退

最終減速比

エンジン

6速マニュアル
マニュアルモード付フルレンジ
電子制御7速オートマチック

［7M-ATx］

3.794
2.324
1.624
1.271
1.000
0.794

-
3.446
3.692

4.923
3.193
2.042
1.411
1.000 
0.862
0.771
3.972
3.357

■エンジン主要諸元
エンジン型式
種類・シリンダー数
シリンダー 内径×行程 mm
総排気量 L
圧縮比
最高出力 kW（PS）/rpm
最大トルク N・m（kgf ）/rpm
燃料供給装置
使用燃料・タンク容量 L

本車両には「使用燃料」に記載されている燃料をご使用ください。指定以外の燃料をご使用になると、不具合が発
生する恐れがあります。なお、指定以外の燃料をご使用になったために発生した不具合は無償保証の対象となりま
せんので、ご注意ください。

・m

VQ37VHR
DOHC-V型6気筒

95.5×86.0
3.696
11.0 

247（336）/7000
365（37.2）/5200

ニッサンEGI（ECCS)電子制御燃料噴射装置
無鉛プレミアムガソリン・72

●本車両には無鉛プレミアムガソリンをご使用ください。なお無鉛プレミアムガソリンが入手できない場合、無鉛レギュラーガソリンも使用できますが、エンジン出力低下等の現象が発生します。●エン
ジン出力表示はすべ「ネット値」です。●エンジン出力表示にはネット値とグロス値があります。「グロス」はエンジン単体で測定したものであり、「ネット」とはエンジンを車両に搭載した状態とほぼ同条件で
測定したものです。同エンジンで測定した場合、「ネット」は「グロス」よりもガソリン自動車で約15%程度低い値（自工会調べ）となっています。
〈国際単位系（SI＝エスアイ）によるエンジン出力・トルクの表記について〉
計量単位の国際標準化に伴い、従来使用していたエンジン出力単位「PS」は「kW（キロワット）」、エンジントルク単位「kgm」は「N・m（ニュートンメートル）」の SI単位とします。
なお、「PS」および「kgm」から SI単位への換算値は次のとおりです。数値は整数単位までとし、小数点第 1位を四捨五入します。1PS＝0.7355kW   1kgm＝9.80665N・m

■フェアレディZ主要諸元
DW2

VQ37HR

ニッサンCBA-Z34

フェアレディZ
Version ST

フェアレディZ
Version S

フェアレディZ
Version T フェアレディZ

●燃料消費率は定められた試験条件での値です。お客さまの使用環境（気象、渋滞等）や運転方法（急発進、エアコン使用等）に応じて燃料消費率は異なります。●本諸元
のモード走行時における燃料消費率の表示は「10・15モード」です。【　】内数値はマニュアルモード付フルレンジ電子制御7速オートマチック［7M-ATx］

車種

諸元
●車名型式

●運転タイプ

6速マニュアル
●寸法
全長 mm
全幅 mm
全高 mm
室内寸法 長 mm
〃 幅 mm
〃 高 mm

ホイールベース mm
トレッド  前 mm

mm
最低地上高 mm

●重量・定員
車両重量 kg

名員定車乗
車両総重量 kg

●性能
最小回転半径 m
燃料消費率 10・15モード（国土交通省審査値） km/L
主要燃費向上対策

●諸装置
駆動方式
ステアリングギヤ形式
サスペンション

主ブレーキ 

タイヤ 

前
後
前
後
前
後

● ● ●
●●●

－
－

4250
1845
1315
990

1495
1090

1520【1530】

1630【1640】

9.5【9.4】

1480【1490】

1590【1600】

1500

1610

1510

1620

2550
1540
1565

5.2 5.0

1550
1595

125

2

9.8
可変バルブタイミング、発電電圧可変制御、

後輪駆動
電子制御パワーアシスト付ラック&ピニオン式

独立懸架マルチリンク式
独立懸架ダブルウィッシュボーン式

ベンチレーテッドディスク式
ベンチレーテッドディスク式

245/40R19 94W
275/35R19 96W

225/50R18 95W
245/45R18 96W

マニュアルモード付フルレンジ電子制御7速オートマチック（7M-ATx）

〃 後

事前資料



日産の「モノづくり」

人の感覚を大切にしなければ、名車となるクルマは生まれない。
指先からクルマの挙動を感じ取り、“日産らしさ”を走りから表現する。

ステアリングを握り、クルマを操るのは人。コンピューター設計が主流の

今でも、人の感覚をエンジニアに的確に伝えられるテストドライバーの

存在は重要です。テストドライバーは、自動車が商品化される前に実車

走行をして、性能を評価し、開発につなげる仕事ですが、日産のテストド

ライバーに課せられた役割は、それだけで終わりません。今では「走る・

曲がる・止まる」という基本性能は、どのクルマでも遜色はありません。お

客さまに一番だと思ってもらうためには、“日産らしさ”を出していかなけ

ればなりません。その“日産らしさ”を創るものは、テストドライバーの五

感に他ならないのです。クルマを開発する際、データで表せるものは数

値化しますが、その数値で表せない要素も数多く存在するため、テスト

走行には項目ごとに官能評価が設定されます。それゆえ動力性能評価ば

かりでなく、常に五感を研ぎ澄ませ、目に見えないところで走りを瞬時に

判断し、そして表現することが重要です。それに徹底してこだわり、“らし

さ”を具現化していくことが、日産のテストドライバーだといえるのです。

開発していく中で目指すのは、乗り心地のよさと操縦安定性をより高い

次元でバランスさせることです。車体の動き、ドライバーの目線の動き

を、より少なくするには繊細な差異を感じ取る能力が要求されるので、ど

んな走行でも、手のひらではなく、3本の指先をハンドルに軽く添えるだ

けで運転します。指先に余計な力を入れないことで、クルマの挙動を五

感のすべてで感じ取り、試行錯誤を繰り返しながら、足回りのセッティン

グを納得がいくまで煮詰めます。日産は、ほとんど全部のクルマをニュル

ブルクリンク※でテストしていますが、それはチューニングするのではな

く、「自分たちのやり方に間違いはない」という絶対的な自信の最終的な

確認作業なのです。100点が当たり前のクルマづくりで、日産の開発

チームはそれ以上を目指します。その満点を超えるために重視するの

ステアリングを握り、クルマを操るのは人。コンピューター設計が主流の今でも、人の感覚

をエンジニアに的確に伝えられるテストドライバーの存在は重要です。テストドライバー

は、自動車が商品化される前に実車走行をして、性能を評価し、開発につなげる仕事です

が、日産のテストドライバーに課せられた役割は、それだけで終わりません。今では「走る・

曲がる・止まる」という基本性能は、どのクルマでも一定のレベルに達しています。お客さま

に一番だと思ってもらうためには、“日産らしさ”を出していかなければなりません。その“日

産らしさ”を創るものは、テストドライバーの五感に他ならないのです。クルマを開発する

際、データで表せるものは数値化しますが、その数値で表せない要素も数多く存在するた

め、テスト走行には項目ごとに官能評価が設定されます。それゆえ定量的なデータ測定で

はなく、常に五感を研ぎ澄ませ、目に見えないところで走りを瞬時に判断し、そして表現する

ことが重要です。それに徹底してこだわり、“らしさ”を具現化していくことが、日産のテストド

ライバーだといえるのです。

開発していく中で目指すのは、乗り心地のよさと操縦安定性をより高い次元でバランスさ

せることです。車体の動き、ドライバーの目線の動きを、より少なくするには繊細な差異を

感じ取る能力が要求されるので、どんな走行でも、手のひらではなく、本の指先をハンドル

に軽く添えるだけで運転します。指先に余計な力を入れないことで、クルマの挙動を五感の

すべてで感じ取り、試行錯誤を繰り返しながら、足回りのセッティングを納得がいくまで煮詰

めます。日産が、ニュルブルクリンク※でテストしているのは、チューニングするためだけでは

なく、「自分たちのやり方に間違いはない」という最終的な確認作業。 点が当たり前のク

ルマづくりで、日産の開発チームはそれ以上を目指します。その満点を超えるために重視す

るのは、もっともお客さまに近い視点でクルマに触れる機会の多いテストドライバーの言葉

に他なりません。日産車の走り。そこには、良いクルマを世に送り出したいという、開発に携

わった者たちの熱い情熱が込められているのです。

※ニュルブルクリンク…ドイツ北西部にある世界最難関のサーキットコース。世界の主だった自動車メーカーが、新型車
開発時にテストコースとして使用しています。

日産自動車株式会社デザイン本部　木村 誠（ 歳）

昭和 年の入社以来、 年間、一貫してクレイモデル製作に携わり、鋭い

デザイン感性、表現力、造形能力から、数々の自動車デザイン開発を手が

けてきた。厚生労働大臣が卓越した技術者を表彰する平成 年度「現代

の名工」に選出される。

日産自動車株式会社技術開発本部 車両実験部 
ダイナミックパフォーマンス実験グループ　加藤博義
日産自動車入社から、 年以上テストドライバーとして従事し、スカイライン やフェアレ

ディ など日産を代表する自動車の開発に携わっている。操縦安定性のマイスターと呼ばれ、

平成 年には厚生労働大臣が卓越した技術者を表彰する「現代の名工」にこの職種ではじめ

て選ばれた。

（ 歳）




